
奈良名所八重桜

延宝6(1678)年 刊 12巻 12冊
縦 27.3cm 横 19.lcm
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奈
良
の
名
所
案
内
で
、
市
中
の
社

寺
縁
起
や
古
跡
の
由
来
が
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

刊
記
に

「
江
戸
之
住
　
大
久
保
急

鑑
秀
興
／
南
都
之
住

本
林
氏
伊

祐

両
作
／
江
戸
小
停
馬
町
三
町
目

柏
屋
仁
右
衛
門
開
板
」
、
序
文
に

「
む

さ
し
男
初
旅
し
て
奈
良
の
京
春
日
の

さ
と
に
／
知
人
有
り
て
」
と
あ
り
、

大
久
保
秀
興
が
本
林
伊
祐
を
た
よ

っ

て
奈
良
の
地
を
探
訪
し
た
こ
と
が
成

立
の
端
緒
の
よ
う
で
す
。
た
だ
、
大

久
保

。
本
林
共
に
資
料
に
乏
し
く
、

素
性
が
明
ら
か
に
な
ら
な
い
の
に
対

し
、
各
冊
に
複
数
付
さ
れ
た
挿
絵
は

菱
川
師
宣
の
も
の
と
比
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

特
に
挿
絵
の
多
い
巻
六
は

「春
日

野

・
氷
室
神
社

・
大
花

衣

・
寛
俊
坊

・
頭
領
山

・
不
空
院

・
岩
渕
寺
」

と
項
目
を
あ
げ
、
春
日

大
社
を
取
り
巻
く

一
帯

の
案
内
を
し
て
い
ま
す
。

「大
花
衣
」
と
は
春
日

大
社
の

一
の
鳥
居
の
こ

と
で
、
「毎
年
霜
月
廿
七
日
春
日
御

祭
礼
」
と
し
て
春
日
大
社
の
摂
社
若

宮
の
お
ん
ま
つ
り
の
風
流
の
次
第
を

記
し
、
現
在
も
行
わ
れ
て
い
る
お
渡

り
式
に
つ
い
て
も

「
世
の
人
松
の
下

の
渡
り
と
い
ひ
な
せ
り
」
と
あ
り
ま

す
。
こ
の

「松
」
は
む
か
し
春
日
明

神
が
降
臨
さ
れ
、
高
歳
楽
を
舞
わ
れ

た
と
伝
え
ら
れ
る
影
向
の
松
で
、
能

舞
台
の
鏡
板
に
描
か
れ
る
松
の
絵
の

モ
デ
ル
で
も
あ
り
ま
す
。

今
も
芸
能
と
縁
が
深
い
お
ん
ま
つ

り

で
す
が
、
本
書

の
祭
礼
図
に
も

「細
男
」
「申
楽
」
「
田
楽
法
師
」
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。

今
に
通
ず
る
記
述
も
多
い
資
料
で

す
が
、
書
名
の
奈
良
八
重
桜
は
現
在

奈
良
市
の
花
に
選
ば
れ
、
市
内
各
所

で
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

（天
理
図
書
館
　
近
江
め
ぐ
り
）
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◆平日(午前 9時～午後 5時半)土 。日・祝 (午前9時～午後4時半)
07月 の休館日:31日

(本欄にて紹介した名品の閲覧については係へお尋ねください)


